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沖
縄
か
ら
見
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と

持
続
可
能
な
観
光

地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
て
、
観
光
、
と
り
わ
け
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
増
や

す
取
り
組
み
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
観
光
産
業
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
の
姿
を
沖
縄
の
事
例
か
ら
探
り
ま
す
。

石
垣
島
で
は
﹁
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
﹂
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
度
重
な
る

開
発
計
画
へ
の
反
対
運
動
か
ら
見
え
て
き
た

観
光
の
未
来
と
は
。
　
　
　︵
本
誌
五
七
頁
︶

石
垣
島
◉

繰
り
返
さ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発

沖
縄
の
地
域
経
済
に
観
光
・
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
は
ど
の
よ
う
な
経
済
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
基
地
問
題
と
観
光
産
業
を

比
べ
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
沖
縄
県

副
知
事
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

︵
本
誌
一
六
頁
︶

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
◉

沖
縄
に
お
け
る

観
光
と
経
済
の
関
係

離
島
で
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
影
響

が
よ
り
顕
著
に
現
れ
ま
す
。﹁
量
を
追
う
観

光
﹂か
ら﹁
質
を
重
視
し
た
観
光
﹂へ
の
転
換
、

観
光
客
と
地
域
と
の
関
係
性
を
重
視
し
た

持
続
可
能
な
観
光
と
は
。︵
本
誌
四
〇
頁
︶

沖
縄
の
離
島
と
持
続
可
能
な

観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

︱
︱
観
光
客
数
拡
大
主
義
と
の
訣
別

沖
縄
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
は
、

県
民
生
活
に
マ
イ
ナ
ス
要
素
も
与
え

は
じ
め
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
主

軸
と
な
る
沖
縄
県
民
の
豊
か
な
生
活

と
両
立
し
た
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

戦
略
と
は
。
　
　
　︵
本
誌
三
一
頁
︶

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が

県
民
生
活
に
も
た
ら
す

光
と
影

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
二
〇
二
〇
年
に
四

〇
〇
〇
万
人
へ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
大
き

く
落
ち
込
ん
で
い
る
今
こ
そ
、
自
治
体
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
は
。︵
本
誌
二
二
頁
︶

国
と
自
治
体
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

政
策
の
課
題

ヨナラ水道のサンゴ礁
（株式会社シーテクニコ提供）

各県自治研
活動レポート 64二〇二〇おきなわ自治研集会について

沖縄県本部
仲宗根 哲

篠田　徹連載 68『月刊自治研』を読む〈第五季〉❻ローカル・コモンズ
としての森
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沖縄から見るインバウンドと
持続可能な観光
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国と自治体のインバウンド・
ツーリズム政策の課題

繰り返されるリゾート開発――石垣島

インバウンドが県民生活にもたらす光と影

沖縄における観光と経済の関係

沖縄の離島と持続可能な観光・ツーリズム
――観光客数拡大主義との訣別
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